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定している。氏の再帰の定義における特色は、 再帰の意味成立を動作の完了後から捉えて












る、 ということである。 そして、 この種のヲ格名詞を取ることのできる他動詞が、 再婦用法
















森田 (2002) では、「（サ）セル」文型が表す意味について、 使役者を有情と非情に分けて
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具体的には、「（サ）セル」 文型の表わす意味として、〈ヒト、 有情の例〉と〈モノ ・ コ





犯人に吐かせる」）」 0 (p．195) 




らせ：「コンピュ ー タ ー に計算させる」）、 他動詞（作為：「成金が札束をちらつかせる」「頭
を拗かせる」）」。（p.196)
他研究とは多少違った「銹発／結果」の意味解釈の基準を挙げている所が目に付く。よく
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N． 使役表現と意志性
村木(1991a)では、 使役者と被使役者における使役の意味解釈の基準として、「意志性」





























































- 50 - (45) 
を分けるカナメと相通じるところがある。 Jacobsen (1991) では、 動作主自身が動作の
実現と共に影響を受けることを再帰性として捉えている。 そして、 再帰性という観点か
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， 1. 他動性の欠如が「有標」である表現
動詞の動作（及ぴ作用）が使役者自身に向けられる再帰的な用法の使役形動詞述語文の楊






































































































注6 「生徒の手／作業者の指を走らせる」等、 仕向けた動作が他に及ぶ楊合は、 非再帰的で他動性を
維持する。尚、「節が走る」等、 二義性のある動詞句に、 使役形動洞述語文を通して・1!'l用句との
区別を明確にした。
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